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一般会計�

●町税の状況�
区　分� 収入済額（比率）�

町　民　税�

　個　　人�

　法　　人�

固定資産税�

軽自動車税�

町たばこ税�

都市計画税�

入湯税�

　　合　計�

7億9,883万円　（24.3）�

6億4,405万円　（19.6）�

1億5,478万円　　（4.7）�

20億9,170万円　（63.7）�

2,267万円　　（0.7）�

1億4,786万円　　（4.5）�

2億265万円　　（6.2）�

2,033万円　　（0.6）�

32億8,404万円（100.0）�

内
訳�

121,462千円�
（1.6％）�

議会費�
分担金及び負担金�
地方消費税交付金�
財産収入�
利子割交付金�
地方特例交付金�
地方譲与税�
ゴルフ場利用税交付金�
自動車取得税交付金�
寄附金�
交通安全対策特別交付金�

203,471千円�
191,271千円�
116,792千円�
81,511千円�
65,960千円�
61,993千円�
44,610千円�
31,122千円�
4,886千円�
4,067千円�

その他�
（10.2％）�
805,683千円�

町　税�
（41.5％）�

3,284,038千円�

地方交付税�
（12.4％）�
985,218千円�

諸収入（5.1％）�
408,841千円�

町　債（
3.7％

）�

290,100千円�

歳　入�
7,916,916千円�

使用料及び手数料（4.3％）�

343,177千円�

繰入金
（6.0

％）�

477
,695

千円�

繰越金（4.4％）�
344,850千円�

県支
出金
（5
.6％
）�

44
3,1
67
千円
�

民生費�
（21.2％）�

1,577,103千円�

総務費�
（22.3％）�

1,658,768千円�

衛生費�
（11.2％）�
834,405千円�

教育費�（8.7％）�651,021千円�

公債
費�

（9
.4％
）�

69
7,4
89
千円
�

土
木
費
�

（
1
0
.9
％
）�

8
1
0
,5
6
1
千
円
�

商
工
費（
4.7％

）�

3
4
8
,7
3
0
千
円
�

消防費（5.4％）�

400,653千円�
農林水産業費（4.6％）�

344,527千
円
�

歳　出�
7,444,719千円�

国
庫
支
出
金（
6.
8％
）�

53
4,
14
7千
円
�

本
町
で
は
、
海
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
、
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
、
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
３
本
の
柱

と
し
て
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、
創
造
力
と
活
力
に
満
ち
た
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
財
政
に
お
い
て

町
民
生
活
に
直
結
す
る
各
種
施
策
や
本

町
の
更
な
る
発
展
の
た
め
の
諸
施
策
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
13
年
度
の
決
算
額
は
、
一
般
会

計
で
歳
入
総
額
79
億
１
６
９
１
万
６
千

円
、
歳
出
総
額
74
億
４
４
７
１
万
９
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
総
額
か
ら
歳
入
総
額
の
差
引
額

は
、
経
費
削
減
を
図
っ
た
結
果
、
４
億

７
２
１
９
万
７
千
円
と
な
り
、
こ
の
金

額
か
ら
平
成
14
年
度
へ
繰
越
し
た
事
業

の
た
め
の
財
源
５
２
９
０
万
７
千
円
を

除
く
実
質
収
支
は
４
億
１
９
２
９
万
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
後
年
度
の

財
政
負
担
を
考
慮
し
て
の
基
金
の
積
立
、

学
校
施
設
、
道
路
整
備
な
ど
町
民
生
活

向
上
の
た
め
、
効
率
か
つ
有
効
に
活
用

し
、
健
全
財
政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

輝
く
人
・
あ
ふ
れ
る
や
さ
し
さ
・
海

の
音
響
く
ま
ち
大
洗
の
実
現
を
目
指

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

平
成
13
年
度
の
決
算
状
況

平成13年度�
決　　 算�

をお知らせします�
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6,151円� 84,005円� 79,870円� 42,257円� 17,448円�

17,661円� 41,049円� 20,290円� 32,970円� 35,323円�

議会費� 総務費� 民生費� 衛生費�

商工費�

農林水産業費�

土木費� 消防費� 教育費� 公債費�

町議会の運営のために� 町有財産、企画開発、町
民会館、税、戸籍等住民サ
ービスの運営などに�

高齢者や障害者の福祉、
保育所の運営などに�

ごみの処理、医療の充実
などに�

農業・漁業の振興のため
に�

学校改修や公民館の運
営、生涯学習の推進など
に�

商業の振興、マリンタワー、
海水浴場の運営などに�

借入金の元金・利子の支
払いに�

道路や公園の整備などに� 消防・救急の運営などに�

借 入 金 � 金　額�
財務省財政融資金�

総務省簡易保険局�

公営企業金融公庫�

茨　　 城　　 県�

市　 中　 銀　 行�

その他（共済組合等）�

　　　　計�

21億5,857万円�

3億7,675万円�

3億9,629万円�

4億258万円�

25億1,569万円�

9,335万円�

59億4,323万円�

●企業会計の決算状況�

●特別会計の決算状況�

●借入金の状況（一般会計）�

●積立金の状況�

町民１人当たりの�
貯金額は（☆印部分を除く）�

75,874円�
町民１人当たりの�
借金額は�

300,984円�

※水道事業の不足分は、繰越利益剰余金、損益勘定留保資金などで補てんしました。�

国民健康保険�

地方卸売市場冷蔵倉庫事業�

老人保健�

公平委員会�

公共下水道�

介護保険事業�

公園墓地事業�

差引額�

18億6,916万円�

4,080万円�

20億2,243万円�

1,832万円�

7億8,275万円�

7億3,054万円�

1,461万円�

18億5,655万円�

3,846万円�

20億2,243万円�

1,705万円�

7億3,597万円�

7億1,461万円�

812万円�

1,261万円�

234万円�

0万円�

127万円�

4,678万円�

1,593万円�

649万円�

会計区分� 歳 入 � 歳 出 �

水道事業�
収 益 �

資 本 �

5億43万円�

5,722万円�

5億5,715万円�

1億4,749万円�

▲5,672万円�

▲9,027万円�

3億3,702万円�

2,056万円�

227万円�

1,652万円�

9,201万円�

109万円�

4,586万円�

2億4,133万円�

3億2,381万円�

6,195万円�

3億5,180万円�

300万円�

100万円�

1,600万円�

1億9,131万円�

財政調整基金�

運動公園建設基金�

無線放送施設更新基金�

教育振興基金�

社会福祉基金�

消防車輌購入基金�

大洗マリンタワー運営基金�

地域福祉基金�

減債基金�

地域づくり推進事業基金�

学校施設整備基金�

健康福祉センター施設整備基金�

浜っ子すこやか報奨金基金�

☆国民年金印紙購入基金�

☆土地開発基金�

名　　称� 13年度末現在高�

町民1人当たりに使われたお金（一般会計）�
377，024円�

平成14年3月31日�
人口  19，746人�
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大
洗
町
の
原
子
力
事
業
所
は

安
全
第
一
に
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

電
力
会
社
所
有
の
原
子
力
発
電

所
の
自
主
点
検
作
業
に
お
け
る
事

実
隠
し
や
修
理
記
録
等
へ
の
虚
偽

の
記
載
な
ど
の
不
適
切
な
取
り
扱

い
が
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
、

「
大
洗
町
の
原
子
力
施
設
の
安
全

管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」

と
心
配
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
問
題
は
、
原
子
炉
の
安

全
上
の
問
題
（
故
障
や
事
故
へ
の

波
及
）
よ
り
も
安
全
を
最
優
先
す

べ
き
原
子
力
発
電
所
の
自
主
点
検

作
業
に
お
い
て
、
ひ
び
割
れ
や
そ

の
兆
候
の
発
見
、
修
理
作
業
に
つ

い
て
不
正
な
記
載
等
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し

た
。大

洗
町
に
あ
る
原
子
力
施
設
は

最
先
端
の
技
術
開
発
を
行
う
国
の

研
究
施
設
で
あ
り
、
採
算
性
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
な
く
安
全
を
第
一

に
運
転
を
行
っ
て
い
ま
す
。

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
自
主

点
検
作
業
の
不
正
を
受
け
て
、
文

部
科
学
省
と
茨
城
県
は
原
子
力
関

係
事
業
所
に
お
い
て
も
自
主
点
検

作
業
記
録
が
適
切
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
強
く
注
意
喚
起
を
行
う
と
と

も
に
各
事
業
所
に
対
し
て
自
主
点

検
に
つ
い
て
の
報
告
を
求
め
ま
し

た
。大

洗
町
の
原
子
力
施
設
も
自
主

点
検
作
業
記
録
に
関
す
る
総
点
検

を
実
施
し
、
定
期
自
主
点
検
記
録

等
で
作
業
記
録
が
適
切
に
作
成
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
文
部
科
学
省
と

茨
城
県
に
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
大
洗
町

に
も
報
告
が
あ
り
、
安
全
を
確
認

い
た
し
ま
し
た
。

東
京
電
力
（
株
）
所
有
の
沸
騰

水
型
軽
水
炉
（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）
の
原
子

炉
炉
心
隔
壁
（
シ
ュ
ラ
ウ
ド
）
に

ひ
び
割
れ
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か

ら
今
回
の
問
題
が
表
面
化
し
ま
し

た
。炉

心
シ
ュ
ラ
ウ
ド
は
炉
心
を
取

り
囲
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
た
円
筒

状
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
構
造
物
で

直
径
４
〜
５
ｍ
、高
さ
７
〜
８
ｍ
、

厚
さ
３
〜
５
ｍ
、
原
子
炉
内
の
冷

却
材
の
流
れ
を
調
整
し
て
い
ま

す
。ひ

び
割
れ
の
多
く
は
溶
接
さ
れ

た
部
分
に
沿
っ
て
発
生
し
、
原
因

と
し
て
は
高
温
、
高
圧
の
環
境
、

中
性
子
照
射
等
に
よ
る
も
の
と
推

定
さ
れ
ま
す
。

シュラウド�

タービン�発電機�

復水器�

原子炉圧力容器�

水�

蒸気�

水�

再循環�
ポンプ�

制御棒�
燃料�
集合体�

給水ポンプ�
循環水�
ポンプ�

放水路へ�
海水�

水の流れ�
（上から下へ）�

水の流れ（下から上へ）�

炉心支持板�

水の流れ�
（上から下へ）�

シュラウド�

燃料集合体�

上部格子板�

燃料集合体から発生する熱を�
効率よく水に伝える（冷却する）ために、�
原子炉内の水の流れを整える仕切板の役目。�

役 割�

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る

自
主
点
検
作
業
の
不
適
切

な
取
り
扱
い

原
子
力
関
係
事
業
所
に
対
し

国
と
茨
城
県
が
総
点
検

原
子
炉
炉
心
隔
壁
（
シ
ュ
ラ

ウ
ド
）
の
ひ
び
割
れ
と
は

大
洗
町
に
は，

高
速
実
験
炉
「
常
陽
」、
高
温
工
学
試
験
研
究

炉
「
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｒ
」、
材
料
試
験
炉
「
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｒ
」
の
３
基
の
原
子

炉
が
あ
り
ま
す
が
３
基
と
も
沸
騰
水
型
軽
水
炉
で
は
な
く
、
原
子

炉
炉
心
隔
壁
（
シ
ュ
ラ
ウ
ド
）
が
使
わ
れ
て
い
る
形
式
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
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◎なくそう住宅火災　守ろう家族！

近年の建物火災の死者のうち、住宅火災によ
る死者が約9割で、そのうち約半分が高齢者で
す。
これからの高齢化社会に向けて高齢者の生活

習慣を考えた家庭における避難対策、住宅用防
火機器の設置や防炎物品使用など火災予防が大
切です。

3つの習慣

●寝たばこは、絶対やめる
●ストーブは、燃えやすいものから離れた位置
で使用する

●ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず
火を消す

4つの対策

●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を
設置する

●寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製
品を使用する

●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火
器等を設置する

●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
隣近所の協力体制をつくる

第
３
分
団
出
場
選
手

指
揮
者
　
澤
　
和
男

（
髭
釜
２
区
）

１
番
員
　
関
根
北
斗

（
五
反
田
２
区
の
２
）

２
番
員
　
後
藤
昌
弘

（
永
町
６
区
）

３
番
員
　
細
野
谷
至
功

（
髭
釜
２
区
）

４
番
員
　
飯
田
英
樹

（
髭
釜
２
区
）

補
助
員
　
小
沼
貴
弘

（
桜
道
２
区
）

第
53
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法

競
技
大
会
東
茨
城
地
区
大
会

大
洗
町
消
防
団
第
三
分
団
が
優
勝

10
月
12
日
（
土
）
消
防
ポ
ン

プ
操
法
競
技
大
会
東
茨
城
地
区

大
会
が
茨
城
県
立
消
防
学
校
に

お
い
て
行
わ
れ
、
大
洗
町
消
防

団
第
３
分
団
が
見
事
優
勝
の
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
。

第
３
分
団
は
こ
の
大
会
に
向

け
て
夏
場
か
ら
訓
練
を
開
始
。

毎
朝
５
時
か
ら
７
時
ま
で
の
限

ら
れ
た
時
間
を
利
用
し
て
練
習

を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

大
会
で
は
６
名
の
選
手
た
ち

が
き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
ポ

ン
プ
車
か
ら
の
放
水
ホ
ー
ス
の

延
長
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
優
勝
を
記
念
し
て
永

町
商
店
街
を
パ
レ
ー
ド
し
、
14

年
ぶ
り
の
快
挙
を
祝
い
ま
し
た
。

9月26日、大洗マリンタワー西側駐車場にお
いて大洗町女性防火クラブによる消火器取り扱
い訓練が行われました。
町内各地区の女性防火クラブから30名が参

加、消火時には炎の下を狙う、屋内では上から
かける、屋外では風上からかけるなど消火器の
使い方について消防職員の指導による実践的な
訓練を行いました。参加者からは「いざという
ときにあわてずに初期消火ができそうです」「消
火器の使用期限を確認しておきたい」などの声
が聞かれました。

火災予防ポスター展
町女性防火クラブ主催による町内小学６年生の火災予防

ポスターの展示会を行っています。
皆さんのご来場をお待ちしております。

期　間 11月5日（火）～12月15日（日）
場　所 中央公民館　ジャランジャラン
問合せ 町消防本部警防係　@266-1119

大
洗
町
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が

消
火
器
取
り
扱
い
訓
練
を
実
施

秋季全国火災予防運動
11月9日～11月15日

『消す心　置いてください　火のそばに』

【住宅防火　いのちを守る7つのポイント】
― 3つの習慣・4つの対策 ―
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９
月
30
日
に
行
わ
れ
た
原
子
力
防
災

訓
練
時
に
防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
な

い
、
聞
き
取
り
に
く
い
な
ど
の
問
い
合

せ
が
町
に
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
戸
別
受
信
機
の
電
源
を

入
れ
て
お
く
な
ど
放
送
が
聞
き
取
れ
る

よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
転
居
や
転
出
お
よ
び
使
用
さ

れ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
役
場
生
活
環

境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

災害時の緊急放送を受信
していただくための注意点

○電源コードをコンセントから抜かない

○年に１回は乾電池の交換をする

※受信機は電波をアンテナから受信するし

くみとなっています。電波の受信状態が

悪く雑音が入る場合には向きを変えた

り、アンテナが完全に伸びているかなど

をご確認ください

町
内
に
転
居
す
る
場
合
、
転
居
地
区

に
よ
っ
て
受
信
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ア
パ

ー
ト
・
借
家
・
寮
な
ど
は
設
置
し
た
ま

ま
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
転
居
先

に
受
信
機
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合

に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
受
信
機
は
町
の
貸
与
品
で
す
。
町
外

に
転
出
さ
れ
る
場
合
は
、
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。「
戸
別
受
信
機
」
は
町
内
で

し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
生
活
環
境
課
原
子
力
防
災
係

@
（
２
６
７
）
５
１
１
１

（
内
線
２
４
６
・
２
４
７
）

故障等の連絡先
故障時には、戸別受信機取扱いプレートに書いてある電

気店に直接ご連絡ください。修繕費については無料です。

（乾電池については有料となります）

転
居
や
転
出
を
さ
れ
る
と
き

10月9日、町内の30団体、約600名が参加し、

大洗町交通安全町民歩行パレードが開催されました。

交通安全運動決意表明などが行われた開会式の後、

大洗高校マーチングバンドを先頭に大洗文化センタ

ー前を出発、大貫郵便局前までの町内バス通りを交

通安全を呼びかけながら歩きました。

【主な参加団体】

安全運転管理者事業所、祝町幼稚園、大洗町観光協

会、大洗町議会議員、大洗町漁業協同組合、大洗町

交通安全母の会、大洗町高年者クラブ連合会、大洗

町こども会育成連合会、大洗町商工会、大洗町女性

連合会、大洗町PTA連絡協議会、大洗町役場、大洗

ライオンズクラブ、大洗ロータリークラブ、こすも

スクール、第一保育所、第二保育所、滝口保育園、

夏海幼稚園、ひじり保育園、水戸地区交通安全協会

大洗支部　（50音順）

防災行政無線戸別受信機を
正しく利用しましょう

大洗町交通安全町民
歩行パレードを開催



（7） 広報おおあらい　2002.11.5

私
は
毎
朝
、
祝
町
か
ら
海
岸
道
路
を
健
康
の
た
め
に
歩

い
て
い
る
。
昇
る
太
陽
が
波
間
に
き
ら
き
ら
と
輝
き
、
そ

の
さ
わ
や
か
さ
は
疲
れ
を
癒い

や

し
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
足

下
を
見
る
と
心
な
い
観
光
客
が
捨
て
た
ゴ
ミ
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
散
乱
し
て
不
快
な
気
分
に
な
る
。

し
か
し
、
そ
の
ゴ
ミ
を
毎
日
早
朝
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
大
き
な
袋
に
拾
い
集
め
て
い
る
女
の
方
が
い
る
の
に
気

づ
い
た
。

お
か
げ
で
広
い
駐
車
場
が
毎
日
き
れ
い
に
さ
れ
、
訪
れ

る
観
光
客
は
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
お
お
い
に
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

女
性
は
他
の
場
所
で
も
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
る
と
い
う

「
私
は
元
来
、
体
が
弱
か
っ
た
が
こ
れ
を
や
り
だ
し
て
か

ら
す
っ
か
り
今
で
は
丈
夫
に
な
っ
た
。
誰
に
頼
ま
れ
た
わ

け
で
は
な
く
、
健
康
法
と
し
て
あ
り
が
た
く
お
も
っ
て
や

っ
て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
。

水
平
線
か
ら
昇
っ
た
太
陽
が
ニ
ッ
コ
リ
微
笑
む
そ
の
頬

を
明
る
く
照
ら
し
て
い
た
。
身
も
心
も
す
が
す
が
し
く
な

っ
た
私
は
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
っ
た
歩
道
を
足
ど
り
も

軽
く
歩
く
の
だ
っ
た
。

心
洗
わ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
達

祝
町
　
山
形
　
雄
三

第
２
回

ひ
ぬ
ま
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ひ
ぬ
ま
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
、
日
頃
行
っ
て
い
る
身

近
な
水
質
浄
化
活
動
の
事
例
発
表
や

涸
沼
の
水
に
つ
い
て
の
講
演
な
ど
を

行
い
ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
と
お
し
、

涸
沼
の
水
質
浄
化
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
11
月
21
日
（
木
）

13
時
15
分
〜

場
所
／
い
こ
い
の
村
涸
沼
大
ホ
ー
ル

（
旭
村
箕
輪
３
６
０
４
）

内
容
／

○
小
中
学
生
の
涸
沼
水
質
浄
化
ポ
ス

タ
ー
お
よ
び
標
語
入
賞
者
表
彰
　

○
水
質
浄
化
活
動
の
発
表
　

○
講
演
「
民
俗
的
に
み
た
人
と
涸
沼

の
か
か
わ
り
」
講
師
・
茨
城
県
郷
土
文

化
研
究
会
副
会
長
　
佐
藤
次
男
さ
ん

環境

問合せ／クリーンアップひぬま

ネットワーク事務局

（茨城県環境対策課内）

@（301）2966

または生活環境課

（内線244）

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

空も一段と高く、飛ぶ雲、吹く風も冬に向かっ
ています。寒さが増すこのごろ、ふと私の心にあ
たたかな地域の風景が浮かびました。近所の人達
が集まり、縁側や縁台で語らう姿―。ひとりひと
りのやさしさや地域のつながりは大きな財産であ
ります。
昨年から商工会や宮下町内会、ボランティア団

体や福祉団体の代表者などがわが町をどのように
改善していったら良いかを検討する「人にやさし
いまちづくり研究会」を立ち上げ、商店街と宮下
旅館街を総点検していただき、様々な提案をいた
だきました。
人にやさしい町というとこれまでは公共施設に

スロープをつくるなど施設面にとらわれがちでし
たが、これからはハード面でのバリアフリーとと
もにわが町の持っている魅力である人情や思いや
りの心で高齢者や障害者を支える心のバリアフリ
ーをあわせて進めていかなければなりません。
永町商店会にオープンしたほっとサロン「永町
の縁台」もそのような取り組みの一つであります。誰もが気軽
に集まり和気あいあいとお茶を飲んだり、おしゃべりしたりで
きる憩いの場所です。永町商店会や社会福祉協議会、特別養護
老人ホームひぬま苑などが運営にあたり、商店街のお買い得な
情報や日々の健康相談、福祉に関する様々な情報なども提供さ
れ、地域の憩いの場となりつつあるようです。
このようなふれあいの拠点が町内に生まれてくることにより

町に元気が出てきます。各商店についてもお年寄りや障害者の
身になって、ちょっとしたものでも家に届けたり、何かと手助
けをしたりしながら、会話のやりとりの中で楽しく買い物をし
ていただく。これが地元商店街と大型量販店との差別化を図っ
ていくための鍵となります。
人にやさしいまちづくりに一番必要なものは、皆さん一人ひ

とりの意識と協力であり、それが無くては何も成しえません。
皆さんとともに笑顔が絶えない、心がふれあえる人の和を全町
的に拡げていこうではありませんか。


